
（北海道教育庁学校教育局高校教育課） 

 

令和５年度（2023 年度）北海道青少年中国友好訪問事業 

―アンケート結果から見える事業効果― 

 

■ 生徒アンケート（16名中） 

参加した 16 名全員が「中国への理解の深まり」「国際社会への関心」を実感。15 名がまた留学したい

と回答。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 保護者アンケート（16名中） 

８割の保護者が、「国際社会への関心の高まり」と「異文化への興味」を実感。 
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●参加生徒の感想● 

・今後もこの経験を活かして色んな国に行って日本

との違いや文化、考え方などを学びたい。そして、こ

の事業で会った中国の友達と長く連絡を取って交友

を深めていきたい。 

・中国に対する概念そのものが変わり、実際に行って

みないとわからないものを楽しく学ぶことができた

ので、本当によい機会だった。 

・中国でしか見られない風景、文化、衣食住を知るこ

とができ、北京の生徒達と交流し合うことができて、

本当に良い機会になった。 

●保護者の感想● 

・この事業を通じて視野を広げるきっかけとなった。また、新たな友達ができ、再会を約束できるほど仲良くなれたこ

とを嬉しく思う。 

・渡航前はニュース等を見て不安もあったが、子どもにとって、高校生の時期に海外へ行き、いろいろなことを見たり

体験したりすることができたので有意義な時間だったと思う。 

・これからの人生において貴重な経験をさせてもらったことに感謝している。 


